
 

 
【 「眺めるだけではない、カカワレルタナダ」を核とした地域活性化 】 

 
１ 取組の動機と背景 

棚田の荒廃とともに地域の活力低下に危機感を持った地元住民たちが、地域活性化の想いのも
とに、棚田での保全活動を開始したことを契機として、「稲倉の棚田」が平成 11 年に農林水産省
から日本の棚田百選に認定された。 
その後、平成 15 年に「稲倉の棚田保全委員会」が組織され、より本格的な保全活動や地域振興

活動を開始し、平成 27 年に現在の団体名となる。 
平成 28 年には、住民の相互協力による地域の活性化と住民福祉の向上を目的とした「豊殿まち

づくり協議会」の発足にあたり、保全委員会は同協議会の振興部会に所属することとなった。 
同協議会の青少年育成部会では地域内児童の見守り活動、道路・交通部会では地域循環バスの

運行、福祉部会ではふれあいサロンの運営などに取り組んでおり、保全委員会も積極的に関与す
るなど、地域内外の市民、団体、行政と一体となって、村づくり活動に取り組んでいる。 
 

２ 主なむらづくりの内容 
● 「棚田オーナー制度」等により、都市住民の力を借り、交流を進めながら、棚田の維持・保全、

耕作放棄地の解消、景観の整備など、多彩な活動を通じて地域の課題解決を図っている。 
● 地元企業（酒蔵、銀行等）と棚田パートナーシップ協定を締結し、酒米オーナー制度を展開す

るとともに、棚田の保全活動への参加など、棚田の魅力や価値をＰＲする仕組みを構築してい
る。 

● 地元小学生や首都圏の小中学校や高校の農業体験学習旅行の受入れに加え、地域資源の棚田
を活用した「ししおどし」イベントなどの活動は、今後 100 年も続くような伝統行事として定着
させることを目標に取り組んでいる。 

● クラインガルテンの指定管理を通じ、棚田保全活動で培ってきた都市農村交流のノウハウを
存分に生かし、棚田とクラインガルテンの相乗効果（棚田保全、移住定住）を生み出す取組みを
実施している。 
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（ 長 野 県 上 田 市 ） 

棚田米オーナー 棚田保全委員による草刈り作業 

ししおどし 
クラインガルテンでの営農指導 


